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1. はじめに	 
	 多くの博物館では，学芸員やボランティアス

タッフによるガイドが行われている．ガイドを

行うことで，来館者に対し，展示品への興味を

促したり，知識を提供したりすることができる．

本研究室では，これまでに動物園や博物館にお

いてガイドを実施するための支援の研究を行っ

てきた[1,2]．本稿では，博物館を対象に，ガイ

ドのシナリオを作成するための支援を考える．	 

	 本研究のフィールドとしている浜松市博物館

において，学芸員によるギャラリートークは，

展示のテーマに沿ったストーリに基づいて行わ

れている．このようなガイドは，来館者の記憶

に残りやすく展示品の情報を伝えることができ

る．ストーリには，少なくとも関連付けられた

知識によって組み立てられたシナリオが必要と

なる．しかし，ガイド経験が少ないガイドスタ

ッフ(以下，ガイド初心者)は，展示品の持つ知

識の関連性に関する知識が少ないため，シナリ

オを作成することが困難である．	 

	 そこで，本研究では，展示品の持つテーマか

ら展開させる道筋を選択・抽出できるよう情報

を提示することで，ガイド初心者がシナリオを

作成できるように支援するための Web システム

を開発する．システムで用いるデータベースは，

博物館収蔵品の解説情報を活用するための研究

での成果物を用いる[3]．	 

2. ガイドのシナリオ作成のモデル化	 
2．1	 学芸員によるシナリオ作成フロー	 

	 浜松市博物館にて実施されたテーマ展の解説

パネルの作成と，学芸員への聞き取りを行い，

ガイドの熟練者である学芸員がどのようにシナ

リオを作成しているのかを調査した．以下に学

芸員によるシナリオ作成フローを示す．	 

(1) テーマを設定する	 
(2) テーマに関連する展示品の調査を行う	 
(3) 得られた情報から展示品同士を比較する	 
(4) ガイドを行う展示品を選択する	 

	 

	 

	 

	 

(5) 展示品の情報からシナリオに含める情報を
選択し，組み合わせながら解説内容を構成

する	 

(6) 選択した展示品に関連する，他の展示品の
情報を比較し，次にガイドのシナリオを作

成する展示品を選択する	 

(7) 解説内容の組み立て→展示品の比較→展示
品の選択→解説内容の組み立て→…を繰り

返し，シナリオを完成させる	 

	 シナリオの作成者の伝えたいテーマを軸に，

展示品の持つトピック（ガイドの内容となる展

示品の情報）を肉付けしていくことで，シナリ

オが作成される．定めたテーマから逸脱した内

容にならないように，関連した情報を順次選択

し，ストーリのあるシナリオを構成していくこ

とが重要となる． 
2．2	 テーマ展開による展示品情報の提供方法	 

	 博物館の実際のガイドを分析[4]すると，トピ

ック同士の関連のパターンを，テーマ展開パタ

ーン[5]で記述することができる．テーマ展開パ

ターンとは，共通テーマ展開パターン，単純テ

ーマ展開パターン，派生テーマ展開パターンと

いう 3 つのパターンによって分類される．共通

テーマ展開パターンは，１つのテーマから情報

を広く展開し，単純テーマ展開パターンは，テ

ーマを深く掘り下げて情報を展開する．派生テ

ーマ展開パターンは全体に通じる大テーマに関

連する情報を展開する．	 

	 学芸員は，自ら持っている豊富な知識でガイ

ドのシナリオを構成するが，結果的に，展示品

の持つテーマ構造に基づいてガイドのシナリオ

が構成される．このようなシナリオを作成する

には，展示品の持つさまざまなトピックの関連

性を熟知している必要があり，知識の少ないガ

イド初心者には難しい[1,2,4]．	 

	 そこで，ガイド初心者でもシナリオを作成で

きるように，展示品の持つトピックの関連性を

示すテーマ構造に基づき，トピックを展開させ

ることで展示品の知識を提供することを考える．	 

2．3	 シナリオ作成モデル	 

	 学芸員によるシナリオ作成フローに基づき，

提案するシナリオ支援システムでテーマ展開を
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実現するためのシナリオ作成モデルを示す(図 1)	 

	 	 
図 1:シナリオ作成モデル	 

	 まず，シナリオ作成者は,	 ①ガイドのテーマ

を選択する．テーマ選択後，システムからテー

マに属する展示品一覧とそのテーマに関するト

ピックが提示されるので，②それらを比較する．

その後，③１つ目にガイドのシナリオを作成す

る展示品を決定する．展示品を選択すると，シ

ステムがその展示品の基本情報と解説情報(トピ

ックス)を提示するので，④それらのトピックス

からガイドの内容に含めるトピックを選択し，

解説内容を構成する．シナリオの内容の組み立

て後，システムから１つ目の展示品と関連する

トピックを持つ展示品が示されるので，⑤展示

品同士を比較し，⑥次にシナリオを作成する展

示品を選択する．テーマ選択後は，解説内容の

組み立て→情報の比較→展示品の選択→解説内

容の組み立てを繰り返すことでガイド全体のシ

ナリオを作成していく．	 

3. シナリオ作成支援システムの設計	 
3．1	 	 使用するデータベース	 

	 本研究では，解説情報のテーマ構造を解析し，

ガイドの解説の元となるトピックの持つテーマ

構造を記述したデータベース[3]を用いる．これ

は，	 浜松市博物館の収蔵品データベース「ある

蔵」に登録されているデータや，博物館収蔵品

に造詣の深い専門家が行ったガイドから得られ

た展示品に関する知識を集め，RDF によって記述

したデータベースである[3]．	 

3． 2	 システム画面	 
	 RDF データベースから得られた展示品の情報は，

シナリオ作成モデルに沿って，整理・並び替えが行

われて表示される．システムは「テーマ選択画面」，

「展示品一覧表示画面」(図 2)，「展示品詳細表示

画面」を表示し，ガイドのシナリオ作成のための展

示品の基本情報と解説情報を提供する．	 

	 
図 2:展示品一覧表示画面イメージ	 

4. シナリオ作成支援システムの評価	 
	 実際に，ガイド初心者に対して，シナリオ作

成支援システムを使用してもらい，ガイド初心

者にもテーマに沿ったストーリのあるシナリオ

作成が行えるかどうかを評価する．	 	 

5. まとめ	 
	 本稿では，ガイド初心者を対象に，ガイドの

シナリオ作成支援をするためのテーマ展開によ

る情報提供方法の検討とシステムの設計を行っ

た．	 
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